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要 旨

今回、本学科では、独自の 看護職として必要なコミュニケーション力チェックリスト を作

成したので報告する。 看護職として必要なコミュニケーション力チェックリスト の作成は、

文献検討を行い、下位概念に関する記述を抽出し、内容を分類・整理した。 看護職として必要

なコミュニケーション力 は【基本的態度】【言語的コミュニケーション】【非言語的コミュニケー

ション】【自己の成長・発達】【スタッフに対するコミュニケーション】の つの項目で構成され

た。各項目の内容をカリキュラムと照らし合わせ、大学 年間での到達目標を設定した。このこ

とにより、今後、学生のコミュニケーション能力修得に向けた教授・学習の指標が示唆された。

キーワード 看護基礎教育、コミュニケーション力、チェックリスト

高知大学看護学会誌

受付日 年 月 日 受理日 年 月 日



【緒 言】

本学では、 社会の様々な人々と協働して

活躍する上で、自文化及び異文化を共に認め

ることのできる国際性を有し、他人の意見を

理解し自らの意見を主張できるコミュニケー

ション力を有する人材を育成する ことを全

学的に取り組んでいる ）。医学部看護学科で

は、この取組に合わせて、 看護職能力達成

教育システム開発検討会 が創設され、より

よい看護専門職者の育成を目指し、看護職と

して必要な各学年の コミュニケーション力

表現力 協働実践力 修得にむけた、学

生の能力評価チェックリストとその評価

チェックリストを分析し教育システムの開発

を行うこととなった。

そこで、コミュニケーション力 表現力

協働実践力 のワーキンググループ（以下

とする）を立ち上げ、全学の中期目標・

中期計画の初年次計画として、それぞれの技

術力のチェックリストを作成した。

看護職に必要なコミュニケーション力

チェックリスト の開発を行い教育システム

化することは、 ．学生にとって、自己の看

護専門職として必要なコミュニケーション力

到達状況を客観的に評価し、課題発見の動機

づけとなる、 ．教員にとっては、教育内容

や方法について吟味し、教授方法の改善の機

会となる、 ．看護学科としては、高い コ

ミュニケーション力 を身につけた看護専門

職を養成することにより、より確実な社会的

ニーズに寄与することにつながる。

本稿では、 コミュニケーション力

の作成した 看護職に必要なコミュニケー

ション力チェックリスト の報告をする。

【方 法】

看護職に必要なコミュニケーション力

チェックリスト は以下の方法で分析を重ね

た。

．看護学基礎教育のコミュニケーションに

関するテキスト 冊（医学書院 ）、ヌーベ

ルヒロカワ ）、メディカ出版 ））と医学中

央雑誌 版（ ）により、 コミュ

ニケーション能力、コミュニケーション力、

コミュニケーションスキル尺度、コミュニ

ケーション技術評価スケール、看護 のキー

ワードを組み合わせて全年検索（

年・ 年）を行った。 コミュニケー

ション能力・看護 件、 コミュニケー

ション力・看護 件、コミュニケーショ

ンスキル尺度・看護 件、コミュニケー

ションスケール・看護 件、 コミュニ

ケーション技術評価スケール・看護 件

の文献が得られ、重複しているものもあっ

た。この中から、看護学生に関する原著論

文 件を抽出し参考にした。

．選択した文献をもとに、 メンバー

で コミュニケーション の語源を紐解き

コミュニケーション能力 看護職に必

要なコミュニケーション力 の概念につい

て議論し、用語の定義を行い、全体会議で

検討し決定した。

．選択した文献 ）を参考に 看護職に必

要なコミュニケーション力 として、必要

かつ大学 年間で到達可能な実践内容を具

体的行動目標のレベルで抽出した。

．抽出した内容を整理し、コード化し、 看

護職に必要なコミュニケーション力 に必

要な構成要素を導き出し、項目とした。

．カリキュラムの構築に基づき、 年間で

取得される全体像と、基礎から専門、総論

から各論、講義から臨床のように各学年進

度に合わせ、より学生が今の段階で何を修

得すべきかを明確にすることで学生個々の

動機づけを高めるために、到達学年を設定

し、全体会議で検討した。
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【結果および考察】

．用語の定義

コミュニケーション力 人間関係を成

立・発展させ信頼関係を形成し、自己の成長

を果たしていく能力 とした。

看護専門職として必要なコミュニケーショ

ン力 患者・家族および関連他職種との問

題解決に向けた協働を進める上で不可欠な基

本的な態度に基づいた言語的、非言語的な作

用を通して自己の成長に繋げていく能力 と

した。

． 看護職に必要なコミュニケーション力

チェックリスト（学生用）（表 参照）

本 では、学生が実施する 看護職に

必要なコミュニケーション力チェックリスト

（学生用）（以下コミュニケーション力チェッ

クリストとする）は、 項目、 コード、

高知大学医学部看護学科における 看護職として必要なコミュニケーション力チェックリスト の作成報告（山脇ほか）

項 目（ ） コード（ ） 内 容（ ）
到
達
学
年

で
き
る

だ
い
た
い
で
き
る

あ
ま
り
で
き
な
い

で
き
な
い

基本的態度
（良い人間関係を
保つための基本と
なる要素）

挨拶
挨拶が適切に（その場にあった挨拶、相手に不快を感じさせないなど）できる

笑顔で挨拶ができる

自己紹介
自分の身分・立場を紹介することができる

相手に面接の目的を話すことができる

言葉

適切な（相手の立場・状況を考えた）言葉使いができる

相手を尊重した言葉を使うことができる

を考えた言葉使いができる（コミュニケーションの内容や方法、場や相手
（患者）によって言葉使いを変える）

わかりやすい言葉で話ができる（医学用語を用いない）

話す姿勢 相手の目線の高さと同じくして話すことができる

身だしなみ 身だしなみ（ケア提供者として清潔感のある）に配慮できる

姿勢 学生にふさわしい態度（学ぼうとする謙虚な態度）で人と接することができる

言語的コミュニ
ケーション
（言語による患
者・家族と看護師
によるメッセージ
のやりとり）

傾聴
話をよく聞き、理解しようと努めることができる

相手に対して心を傾けて聴くことができる

言葉

わかりやすい説明ができる

相手が理解しやすいような言葉を選ぶことができる

相手（患者）の興味関心のあることを話題にできる

姿勢（意欲） 声がけなど、（状況に応じて自らが率先して）積極的に関わることができる

雰囲気 場の雰囲気がより良いものとなるよう努めることができる

態度

相手の思い、考えを重視し、会話を進めることができる

相手の状況を見て話しかけることができる

相手（患者）の思いを引き出すような話し方ができる

相手（患者）の緊張をほぐす（世間話など）話し方ができる

相手の話を最後まで聞くことができる

できるだけ共感する態度で聞くように心がけることができる

相手が話す途中で話題を変えることはしない

繰り返し
相手の表現した内容または問題のくり返し（オウム返し）ができる

相手（患者）の話を十分聞き、その内容を反復してから質問することができる

要約 相手（患者）が表現した内容または問題を要約して言うことができる

代弁 相手（患者）がはっきり表現できないでいる感情を代わって言うことができる

質問 一方的に質問する形にならないように心掛けることができる

表 看護職に必要なコミュニケーション力チェックリスト（学生用）
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項 目（ ） コード（ ） 内 容（ ）
到
達
学
年

で
き
る

だ
い
た
い
で
き
る

あ
ま
り
で
き
な
い

で
き
な
い

非言語的コミュニ
ケーション （言
語以外による患
者・家族と看護師
によるシグナルの
やりとり）

敬う気持ち

相手の心情を知ることができる

どんな人であっても、一人の人間として尊重することができる

相手（患者）の自己決定を尊重することができる

空間行動

相手との距離、向きや方向、座席位置の取り方を考慮できる

相手との距離は メートルぐらいで話すことができる

相手との角度を 度ぐらいの位置で話すことができる

相 手 の ペー
ス・待つこと

相手（患者）のペースを考えて、相手の思いを伝えやすい雰囲気を作ることが
できる

沈黙になっても待つことができる

相手（患者）の沈黙の意味を理解することができる

相手（患者）の考えに沿って進めることができる

受容

相手（患者）の感情や態度をありのままに受け止めることができる

相手（患者）の内面に焦点当てて、患者の感じ方に近い受け止めができる

はい そうですか などの簡単な受容をすることができる

信頼関係形成 相手のプライバシーを保持することができる

共感

相手（患者）の訴えに耳を傾け、気持ちを理解し、一緒に考え、一緒に悩むこ
とができる

相手（患者）の思いに耳を傾けたり、患者の様子から口に出さない思いを考え
たりできる

その人自身に注意を傾けることができる

相手（患者）が前向きな考えを示したときは、その考えを認め支援することが
できる

聴く姿勢 相手の話を聞く態度がとれる（相づち、うなづく、相手の言葉をくりかえす、ゆっ
たりした態度）

観察

相手の表情や視線、声の調子、姿勢などを注意深く観察できる

状況を適切に（今どう動いたらよいか、優先順位などの判断）理解して、行動・
対応ができる

言葉だけでなく、表情やしぐさで受け止め方や理解度を把握することができる
（相手（患者）の反応を見逃さない）

身体接触 必要に応じてスキンシップ（身体をさする等）を活用することができる

自己の成長・発達
（自己の内面への
気づきと人間的成
長の促し）

自己一致 自分自身を偽らず、言動が一致して関わることができる

自己中心 相手（患者）の思いに目を向けることができる

構え 相手（患者）との間に壁をつくらず接することができる

先入観 先入観を持たずに患者と接することができる

苦手意識 苦手意識を持たずに相手（患者）と接することができる

偏見・先入観の修正 自分の中にある偏見や先入観に気づくことができる

自己分析・自己洞察 自分自身を尊重することができる

自尊心 自分を大切にすることができる

自己表現 相手（患者）に自分を知ってもらうよう行動できる

心理的な距離 相手（患者）との間に適度な距離を持つことができる

感性（感情） 今 ここで 経験していること、心の動きを大切にすることができる

スタッフに対する
コミュニケーショ
ン（指導者・看護
師・他職種との関
りとやりとり）

表現・会話

指導者に積極的に（適時に・意欲的に）関わることができる

問題点の質問などを積極的に（適時に・意欲的に）行うことができる

指導者の指示や説明の意図を正確に理解できる

自分の考えを的確に（伝えたい事をまとめる等）、わかりやすく説明できる

指導者以外のスタッフにも積極的（適時に・意欲的に）関わことができる

報告・連絡・相談を過不足なく（必要なときには不足することなく）行うこと
ができる



の内容で構成された。以下、【 】は項目、［ ］

はコード、 は内容を表す。

【基本的態度】とは、よい人間関係を保つ

ための基本となる要素とし、［挨拶］、［自己

紹介］、［言葉］、［話す姿勢］、［身だしなみ］、

［姿勢］の つのコードで構成された。

看護は、看護者と患者・家族の相互関係性

を基盤とした人間関係のプロセスである。人

間関係成立は、初期の出会いから始まり、第

一印象はその後の援助関係に影響を及ぼす。

社会的スキルの低下、コミュニケーション能

力の不足が指摘されている現状を踏まえ、到

達学年を設定した。 年 学期に基礎看護学

概論、コミュニケーション論の授業で【基本

的態度】の原理原則的な基本技術を学び、こ

の時期は主に友人など自分以外の相手とコ

ミュニケーションを持つ。 学期の基礎看護

学実習 では、学んだ技術を活用し、受け持

つ患者との初期の段階のコミュニケーション

を体験する。学生にとって、関係性がうまく

持てることは、その後の自信となると考える。

【言語的コミュニケーション】とは、言語

による患者・家族と看護師によるメッセージ

のやりとりとし、［傾聴］、［言葉］、［姿勢］、［雰

囲気］、［態度］、［繰り返し］、［要約］、［代弁］

［質問］の つのコードで構成された。

これらは、人間関係を成立させるプロセス

での、言語による意思疎通に必要な能力であ

る。【言語的コミュニケーション】の内容の

約半数は 年次の到達目標とした。これは、

聴く、話す時に心がける内容である。そして、

残りの半数はすべて 年次の到達目標となっ

ており、その内容は、相手の立場に立ち、状

況に応じて学生から働きかける内容を含み、

相手を理解するためのコミュニケーション能

力といえる。 年次は 年次に比べ、臨地実

習で患者と関わる機会も多いことから高度で

専門的な内容となっている。そのため、コミュ

ニケーションの対象者に患者を加え、相手（患

者）と明記した。【言語的コミュニケーション】

では、相手（患者）を想う心づかいを言葉に

載せて伝えることができることを期待する。

【非言語的コミュニケーション】とは、言

語以外による患者・家族と看護師によるメッ

セージのやりとりとし、［敬う気持ち］、［空

間行動］、［相手のペース・待つこと］、［受容］、

［信頼関係形成］、［共感］、［聴く姿勢］、［観

察］、［身体接触］の つのコードで構成され

た。【非言語的コミュニケーション】は、言

葉以外のメッセージから感情・気持ちが伝達

される。したがって、患者（相手）の視線・

表情・距離などの手がかりを見逃さない観察

力と感性が求められる。そのため、相手（患

者）の状況を考え、判断する能力が必要とな

る。

【自己の成長・発達】は、自己の内面への

気づきと人間的成長の促しこととし、［自己

一致］、［自己中心］、［構え］、［先入観］、 苦

手意識 、［偏見・先入観の修正］、［自己分析・

自己洞察］、［自尊心］、［自己表現］、［心理的

な距離］、［感性（感情）］の のコードで構

成された。【自己の成長・発達】の項目は、

ほとんどが 年次に到達すべき内容であっ

た。 年次の領域実習で、長い時間をかけ、

患者と深くかかわり援助を通して自分自身を

内省することにより、到達できると考える。

看護専門職にとって、他者との関係性におい

て、常に成長・発達することは必要不可欠な

ことである。

【スタッフによるコミュニケーション】と

は、指導者・看護師・他職種との関りとやり

とりは［表現・会話］の、 つのコードで構

成された。この項目は、看護職に必要な表現

力の構成要素と共通している。患者の多様な

ニーズに対応し、質の高い医療を提供するた

めには、チーム医療は重要である。そこで、

スタッフやスタッフ以外の医療者と関わり、

看護者としての自分の行動や考えを伝える内

高知大学医学部看護学科における 看護職として必要なコミュニケーション力チェックリスト の作成報告（山脇ほか）



容である。したがって、すべて 年次に到達

する内容である。

【ま と め】

看護職に必要なコミュニケーション力・表

現力・協働力の充実に向けて、コミュニケー

ション力 では、本学科の独自性とする、

人間への関心を高め、人々の命と生活を支援

するライフサポーターを目指し 人間力 あ

ふれる人材の育成の骨子ともなる 看護職に

必要なコミュニケーション力チェックリス

ト を作成した。コミュニケーション力チェッ

クリストは【基本的態度】【言語的コミュニ

ケーション】【非言語的コミュニケーション】

【自己の成長・発達】【スタッフに対するコ

ミュニケーション】で構成された。コミュニ

ケーションの土台となるものは、本来身につ

けておくべき、挨拶や態度などのコミュニ

ケーションに必要な【基本的態度】である。

そして、【言語的コミュニケーション】【非言

語的コミュニケーション】それぞれの特徴を

ふまえ、技法を使用し、患者との援助関係に

おいて修得しつつ、【自己の成長・発達】を

遂げることが、看護職に必要なコミュニケー

ションの力となる。さらに、【スタッフに対

するコミュニケーション】をとりながら、医

療チームの中の看護師のとるべき役割として

のコミュニケーション力を修得する。

学生は、作成したコミュニケーション力

チェックリストを活用することにより、自ら

の学習状況を把握し、自分に必要な事項に向

け主体的に努力することができる。教員は学

生の能力達成に向け意識的に教授し、学生の

学習過程を助けることができる。今回は

チェックリストの作成の報告であり、今後こ

のチェックリストを用いて各学年の修得状況

を調査し、信頼性と妥当性の検討を行い、洗

練化を図り、適切な評価が行える評価尺度を

開発する予定である。そして、その結果を基

に学科内で講義内容の見直しを行い学生の能

力開発のための講義内容の改善に役立て、教

育に反映させたいと考える。
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